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芥川龍之介 



げにん らしょうもん 

ある 日の 暮 方の 事で ある。 一 人の 下人が、 羅生門の 

下で 雨 やみ を 待って いた。 

広い 門の 下に は、 この 男の ほかに 誰もい ない。 ただ、 

にぬ リ は まるば しら き リぎリ す 

所々 丹 塗の 剝 げた、 大きな 円柱 に、 蟋蟀が 一匹と まつ 

ている。 羅生門が、 朱 雀 大路に ある 以上 は、 この 男の 

いちめ がさ もみえ ぼし 

ほかに も、 雨 やみ をす る 巿女笠 や 揉 烏帽子が、 もう 二 

三人 はあり そうな ものである。 それが、 この 男の ほか 

に は 誰もい ない。 

何故かと 云う と、 この 二三 年、 京都に は、 地震と か 

つじ かぜ わざわい 

辻 風と か 火事と か 饑饉と か 云う 災 が つづいて 起った。 

らくち ゆ-つ 

そこで 洛中の さびれ 方 は 一通りで はない。 旧記に よ 



適当で ある。 その上、 今日の 空模様 も少 からず、 この 

平安朝の 下人の Sentimentalisme に 影響した。 申の 

刻下り から ふり 出した 雨 は、 いまだに 上る けしきが な 

い。 そこで、 下人 は、 何 をお いても 差 当り 明日の 暮し 

を どうにかし ようとして 云わば どうに もなら ない 

事 を、 どうにかしょう として、 とりとめ もない 考え を 

たどりながら、 さっきから 朱 雀 大路に ふる 雨の 音 を、 

聞く ともなく 聞いて いたので ある。 

雨 は、 羅生門 をつ つんで、 遠くから、 ざあっと 云う 

音 を あつめて 来る。 夕闇 は 次第に 空 を 低く して、 見 上 

げ ると、 門の 屋根が、 斜 にっき 出した 甍の 先に、 重た 



骸のー つの 顔 を 親き こむ ように 眺めて いた。 髪の毛の 

長い 所 を 見る と、 多分 女の 死骸であろう。 

下人 は、 六 分の 恐怖と 四 分の 好奇心と に 動かされて、 

暫時 は i- 吸 をす るの さえ 忘れて いた。 旧記の 記者の 語 

を 借りれば、 「頭 身の 毛 も 太る」 ように 感じた ので ある。 

すると 老婆 は、 松の 木片 を、 床板の 間に 挿して、 それ 

から、 今まで 眺めて いた 死骸の 首に 両手 を かける と、 

丁度、 猿の 親が 猿の 子の 虱 をと るよう に、 その 長い 髪 

の 毛 を 一本ず つ 抜き はじめた。 髪 は 手に 従って 抜ける 

らしい。 

その 髪の毛が、 一本ず つ 抜ける のに 従って、 下人の 



にか かえて、 またたく 間に 急な 梯子 を 夜の 底へ かけ 下 

りた。 

しばらく、 死んだ ように 倒れて いた 老婆が、 死骸の 

中から、 その 裸の 体 を 起した の は、 それから 間もなく 

の 事で ある。 老婆 はつぶ やくような、 うめく ような 声 

を 立てながら、 まだ 燃えて いる 火の 光 をた よりに、 梯 

子の 口まで、 這って 行った。 そうして、 そこから、 短 

い 白髪 を 倒 にして、 門の 下を視 きこんだ。 外に は、 

ただ、 黒 洞々 たる 夜が あるば かりで ある。 

下人の 行方 は、 誰も 知らない。 

(大正 四 年 九月) 
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